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若年成人T細胞性急性リンパ性白血病（T-ALL）の発症・進展ならびに抗がん剤治療における反応性、治

療薬剤に起因する副作用発症に関係する分子異常をゲノムワイドの網羅的な解析を行うことによって同

定し、分子病態に基づく新たな予後層別化システムならびに最適な治療選択アルゴリズムを構築するこ

とを目的とする。 

 

更に、層別化システムに基づく個別化治療法を検証するための臨床試験の提案ならびに新たに同定され

た異常分子の機能解析により新たな分子標的療法の開発へと発展させる。 

 

 
JALSG T-ALL211-U試験への登録症例で本研究について、文書による本人の同意が得られている症例（20

歳未満の患者においては親権者である代諾者の同意もあわせて必要とする）。   

 

ただし、T-ALL211-U試験登録後、各施設で不適格例と判断された症例やT-ALL211-U試験登録後、本付随

研究開始時に死亡している症例は対象としない。 

 

 
10例 


